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食品産業廃棄物によるきのこ栽培  
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medium   

食品環境骨頂拍再生利用等町促進に関する法律である食  

品リサイグル法が平鹿13年に施行になり．食品展二棄勒  

（生ゴミ）の年間排出土100トン以上野手業者が対象で平  

成1名年度までに再生利用等の莫施率を20髄まで向上  

（加％のゴミ量の紺酷 することという農林水産省掛軸告  

がでている．   

日本では食品産業廃棄物は年間1．1き6万トン排出され，  

そのうち食品製造尭が4gO万トンで構成比が亜％と最も高  

くなっている（島林水産省による平鹿16年度調査．円百．1  

に産業別の食品庫素量を示Lた）．また食品藍菓全体では  

委託による再生利用が90％であり．その用達刑では肥料  

化が39％と最も高く次いで飼科化が朝顔である．また再  

生利用億推進するにあたっての課題10項目とLては．食  

品廃棄物専の保管場所の確保ヤ臭気対策と再生利用に要す  

晶コストの低減が儒一位にあげもれている．減量化に取り  

組む事業所も増えて乗て出り，鹿軌埋め立で専の旭食品  

循環資蘭としての再生判別こ取り組心事某所が増えている  

傾向があるIl．   

当室では食品壷井廃棄物のうちコーヒー抽出かす，茶か  

す（緑茶，ウ一口ン茶，紅茶）‾．野菜くず．果菜搾汁節す  

についてきのこ培地として有効活用できる技術を検討して  

いるtI・】l．植物の不啓伍非可食部は主としてセルロース．  

ヘミセルロース．リグニンからなるリグノセルロースと呼  

ばれているものである．一方きのこは菌類の中で最も進化  

Lたグループに属L，このリグノセルロースを分解し資化  

モきる貴重な生物である．コーヒー飲♯等の製造工場では  

同巳排出ホッパーからコーヒーかすと緑茶が混合卓れた状  

態で排出され局という実情よ・り．未発酵茶である樺茶，半  

発酵茶であるウ一口ン某についてもきのこ栽培町検討を進  

めてきたが．いずれも千乗偉せ形成するまでに至らなかっ  

た．きのこ培地では30～40位が標嘩とされている炭素顕，  

窒素布鞄バランス．いわ脚恩C′封比がコーヒーかすでは詣  

で，寿がくずの¢恥のノ匝と比べても炭素源と窒素囁のバラン  

スは良好であり優良な培地基材であることがわかゥたり．  

履近になって語酵茶である剋二茶かす培地によるきのこの栽  

培試験を実施Lた捧果．①紅茶かす培地できのこ栽培が可  

能であること，（塾紅茶かす培地でユリンギの置傘の♯のヒ  

ダがない（胞子を作らない）きのこができ急ことがわかっ  

・た．F晦．之に食品腐康物によるきのこ栽培試験の藤井を示  

Lた封．   

緑茶，サーロン幕は抗菌作用があるカチキン類が多く，  

紅茶に比べて製造時の発酵工程が少ない．また抽出温度  

帖5－90℃）が低いためその抽出かすはカチキン類が礪偏  

してきのこ培地とLてめ阻昔作用が観い．これに卸しで紅  

茶かすは，緑茶，ウ一口ン割こ比べ椅ポリフェノール量は  

多いがカチキンtは少ないト紅茶かす甘完全籠辞書れた蕪  

であること．また抽出温度（90℃以上）が高一1為．その  

抽出かすは阻幸作用が横軸苧れきのこ培地に蓋しでいるこ  

とがわかった．T∈lb始1に轟頼のカチキン量せ示した．紅  

茶かす培地で堵地基材のコーヒーかすに射す計置換率50  

－7tl％ではヒダが形成き才Lず．胞子を作らないきのこを  

得た．栽培きのこの中でもェリンギは小きなきのこ町段階   
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また各種由野菜くず．果実搾汁かすについてき由こ苛地  

に利用できるもの奇操車し栽培試聴を行って確認Lた枯  

果．キャベツ．ジャガイモ．ニンジン．甘夏．バイナブナ  

ルの培地が良好なきのこを形成したが．中でもキャベツ培  

地は骨柄が太くきのこの形態群島肝で収量が極地て多くな  

り乗出したデータを示した．  

からたくきん胞子を飛ばし胞子飛散Ⅵ間慮は深刻で，胞子  

が壷内に充満L空調榛帯を汚染して細菌やカビの繁殖裾と  

在り塵のこの発生不良にもつながゥでいる．生産者の間で  

はエリン平め栽培の方向性とLて胞子を作らないきのこの  

開発が求められている．紅茶かす成分を利用することによ  

り．胞子を作らないきのこの開発が樹得できる．Rg．ヨに  

きのこの生括環を示した引．  
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実験方法  

1．紅茶かす培地価調製   

市販紅茶く坪計軋 見■H拍憎暴風．搭雛弼幡袋胤耶  

を二重蛮骨軌四日儲乱∴藤野「射酎酎 Lた敵腹水撫  

背水静岡髄拡艦鹿Lた－もl騨軒使用L鹿．思尭キ町封皆呵  

レ管掌㈱政より掛藤を填けたコーヒーか甘f飽和由穂歳  

保管Lた魁鞄軌恕鮮竜ヂ旺帝艦酔屯砂金使用L監．ま紀  

痺麓朝敵Lて来聴軌東五軒ヰ草，毅瑚盤謝とし耳鼻龍  

離kか憺且を．配督L更■撹揮構健鞄占に触Lた．コーヒー  

かす培地斬ら軸耕昭コーヒー脚部柾掛すせ容量蜃  
棲も範潮音蓉偉換革（鞄〉ぜ表した．R邑且に富仁珊地色  

轟如拍領地華中紅叛かす申既鞍車重違す講読区顧革頚部  

螢藍帝した．  
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菌糸伸長試廟と栽培試験を行いカテキンの影響を樺盈L  

た．   

さ．紅帯かすのタン＝ン1の分析   

抽出捷の紅茶かすで2回目の朝出（90℃8舟）を行い  

その輔出披についてタンニン圭一カチキン聴量）を吸光度  

填で測定Lた．発酵処理篠の紅茶かすについても阿様にタ  

ンニン畳を珊足した．  

4．キサペツ増他の罷製方法   

市販のキャベツをそのままフードプロセッサーで2・～3  

mm葎のミジン切りに覿掛取 キャベツを脱水Lた．裁断  

Lたキャベツとコーヒーかすを50髄の同容量で混合して  

栄善徳加割として米由れ 大豆かすをpH嗣♯剤として炭  

酸カルシウムを添加Lて培地水分叩．4髄．p荘8連絡に調整し  

て培地を作成Lた．  

2∴紅某かす培地による菌糸伸長試蕨及び苗穂吉の亡の栽   

培試♯   

曹轟伸長剥験は試験管（飢血血葎xl加1m）．に紅茶かす  

培地創座を充現Lてオートクレープで1立1℃加瀞儲個L  

た．常温に冷却捷きのこ種菌垣上面荏磯Lで菌糸伸長畳を  

経時的に測定Lた．栽嘩就験では空の栽培容器  
（き賂口亡屯58m皿口径PPポ‾トJh 差付削 と通気孔付きアF袋  

に入れた紅茶かす培地専をレトルト豊に入れ131℃部分の  

条件で翠商Lた．常温に帝却謹．無菌客間泉下できのこ種  

菌（エtJンギ．ヒラタケ＿．デモギタケ．ヤナギマツダケー  

ナメコ）をPP蛮内にÅれ儒合礫裡して栽培容器に充填■L  

た．次に培♯後；先生室に♯Lて子葉体重形成Lた．F喧．  

5に紅茶かすの就窄工程画を示Lた．乱，紅茶かす基材  

をさらに尭辞処理を刑ナカチキンの影響を珊べる乱 家庭  

用生ごみ処理機（高温バイオ武）に紅茶かすと専用微生物  

資材を入れ途中加水しながら鞄1ケ月開発岸処理（最高温  

度凱℃）した．発酵処理複印紅茶かすで培地を調製Lて  
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を調べた．キャベツの空隙率の劇症はそれぞれの上記処理  

したキャベツを一定容積瓶に入れ，そこにシリコンオイル  

を充填Lて重量を計りオイル充填前の重量から差し引いて  

一定容積量に満たLたシリコンオイルの重量で朝っで％で  

表Lたものである．また全量素量は株式会社地球科学研  

究所で分析Lたデータである．  

結果及び考察  

1．紅茶卸す培地による菌糸伸長試麟と栽培拭験   

紅茶かす培地の菌糸伸長試験ではコーヒーかす培地かち  

の容量置換牢が増え阜のに伴い菌糸伸長が遭い傾向が現れ  

紅茶かす培地100％武蔵区では菌糸伸長量が半分以下にな   

5．キャベツ培地の空隙率と皇皇帝暮の鯛空   

車ヤペツ培地の子寛体の太くなる原田を調べる為，キャ  

ベツ成分とキャベツ町粒径の大きさの影響を調べた．キャ  

ベツ庇別こついては日本食品標準成分表より求めたキャベ  

ツ（結球葉，生）100g当たりのグルタミン醍丑14．7mg，  

プロリン主4」≧mg，ビタミンロ皇34mgをコーヒーかす培地  

に各々漆加Lたものと3つの成分を添加したコーヒーかす  

培地を調製して栽培試験（各試験区N＝5）を行った．ま  

た，キャベツの粒径の大きさによる影響を桐ぺる為，キャ  

ベツを張切り1／昌としてフードプロセッサー（F．P．）で13  

秒．6秒，2，5秒処理Lたもの3種演と．5mm角と1亡m  

角の計5種類で栽培試験を行い子葉件の形成に及ぼす影響  
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ゥた．紅轟か車培地（痘燥車軸朝うや名唱鳩向こ（エリ  

ンギ．ヒラタケ，タモギタケ．ヤナギマツダナ．ナメコ）  

氾我帯試験軒静朽甫串伸長速度，収量と祖に粗磋密虻鹿  

野亜毒亜こ軒菅善品こと畳確認した．恕がミず・敬慕惑吋  

猫骨幹地に息blて奄蘇席圧と比確色のないユリンギぬ収  

穫が備尾部一義ことが弱かゥた．T鈍佃堰鹿憩閂乱暴に結果  

料示した．  
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ユダ主部な毛良好春暁党であっ敵 尚1耶塔読聴■匡で咤重  

昭こは形成巷軋飽かゥた．紅茶かす替地刊まカチキン葡  

（ポリプユノー軋卜聯蛙蔑作用患倭劇場櫛憤子年裾野娃某  

萌1Q地中名刺卓と緑葉剛毘朝酎サーロ才幕申1卯軋眉と  

地域耳患低い値背鼻息．紅茶鉛製溝では尭酵工租が多いこ  

とや積出追鼻が蒔いことで㊥チキン紫は薔引こ紗Lでい  

患と考ぇら軌品田毒血上亡けJ．   

盤古轟地建撥によ暴発醇処艶を紺うと菌糸伸長董廓長姉  

と酎軒細線区（膣操車針路 に近い硫掛こ政審こ出師わか  

ゥ尭．日誌丁に垂簾処理捷の菌轟伸長憂思摩した，親培試  

廉の清泉甘地紅茶か骨拇直換車50鶴来満では対席匪と此  

掘ても遜色始ない善巧こが碑ら：札た，また正義帝王和一  

7鯛掘鹿匠では商卒伯鼻にヒダを形成し畢い仁胞子を頼  

ら替川 善蔚こ、と懲悪た．F晦．8にヒダなL夢鞄こ巷市L  

た．こめヒダ奄Lき砕こ恕試食Lたとこ苺両軸叫ゝ卓｛  
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用をうけるがカチキンは比聴的緑茶より少なく置換畢  

別解未満ではエリンギぬ載背は可能である．F幅．8に置換  

率30％「釦％で由紅茶かす培地によるエリンギ栽培試眉  

曙結果を示Lた．エリンギで胞子を作らないきのこの発現  

についてはポリ7ェノー叫こよる影響と推寮Lている・  

2．紅葉卸す培地の分析   

紅茶かす曙抽出液中のポリフェノールであるタンニン土  

を測定Lた宙鼻ユ乱Im釘1伽mlであり．生ごみ処理機によ  

計語醇処理でタンニン王は50．5mg／1仰mlとなり半畳以下  

に減少することがわかった．Tableコにタンニン量の測定  

括果を示Lた．紅茶かす培地ではポリフェノールの抗宵作  
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エリンギの胞子の飛散間層は韓測であり，胞子を作らな  法で可能になると考える．  

いきのこの同党が紅茶かすを用い晶ことで此辟酌寄島な方  

T日bt83 An且桓is印咄咄Or也nnh  

ロロnl∈n臨Ofl且nnin   

bl捉ktea露和山ds 124．．1m旦／1ロO一山   

bla慮t閉苫柑ulds  

拙池rfbm朗tadoil）   
50．5山g／1（肋山   

analy触感こ廟SOr鮎nq・  

3，野菜くずと果実搾汁かすの探索   

野菜くずと果集搾汁かすできのこ培地とLて利用できる  

ものを探索Lた絵札 キャベツ．ジャガイモ，ニンジン，  

甘夏，パイナップルが良好であり，とりわけキャベツ培地  

ではきのこが太く牧丘が207．3gと衆出Lたデータを示L  

た（F晦．川．F旭．11〕．キャベツ培地では算数が少なく．  

子葉件の菌柄群が太くなる原因を調べるため．F旭．12に  

示Lた通りキャベツの主要成分であるプロリン．ダルクミ  

ン醒，ビタミンUの成分を滴加Lた試験匡で行った．Lか  

Lプロリン．グルタミン酸，ビタミンUの成分単体や3成  

分を混合Lた試験匡においでも対照匡に比べ．偉れた特異  

は得られなかった．  

4．キャベツ培地嘲串と全室幕tの調萱   

キャベツ培地の子実体がキャベツの粒径の大ききの遠い  

による影響があるのか調べた栽培試廉廉果をFig．1ヨに示  

Lた．キャベツの粒径の大きさの影響を調べた級培試験の  

枯果ではキャベツの租ミジン試験圧」F．P．で2．5秒処理）が  

一昔良好な収量を得た．この租ミジン試験匡よりキャベツ  

の粒径が小さいものやまた大きいものでも収量が大きく減  

じた．またキャベツの粒径によるキャベツ町空隙畢を調べ  

た糖果をFig．1ヰに示Lたが，キャベツの粒径が小さいも  

のから大きいものの順で空隙牢も段階的に増加Lた．良好  

な収量を得たキャベツの租ミジン試験区の空隙牢を調べた  

結果は55．1％であった．また，この租ミリン試験区でのキ  

ャベツ培地の全量素意はF晦．15に示Lた通り．コーヒー  

かす培地のa3早島（w′w〕に封Lて鼠9％〔w／w）と上回っ  

た．垂葡系栄♯源は原基発生数を少なくきのこの菌柄を太  

くし，きのこ菌糸の生長時と子葉件の成長時に炭素源と窒  

素源のバランス，いわゆるCノ封比を下げる社剖を果たL  

ている．今回の試験麿果からキャベツ培地ではその千束体  

の算数が少なく．薗柄が太くなる原田とLて窒素源増加に  

よる影響と適正なキャベツ態度により培地の物理構億Ⅵ改  

善によるものと考えられる．尚，キャベツ培地特有にきの  

この菌柄部が太く大きくなることからキャベツ成分も関与  

していると考えられ今後の調査課偲とLたい．   

5．尚．食品リサイクル法の雄宥に伴い廉♯勒の再生利用  

と減量化が強化される．本研究成果が食品産草庵葉物の処  

理技術の一選択肢とLて活用されることむ間侍する．   
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